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労
務
単
価
を
少
し
ず
つ
引
き
上
げ
て
い
き
、
こ
の
好
循

環
を
持
続
さ
せ
る
に
は
、
下
請
企
業
に
適
正
な
労
務
費

を
し
っ
か
り
と
払
い
、
現
場
作
業
員
の
社
会
保
険
加
入

を
促
進
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
行
政
当
局
が
投

げ
た
設
計
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
と
い
う
ボ
ー
ル
を
、

建
設
業
界
が
受
け
止
め
、
こ
の
好
循
環
を
継
続
で
き
る

か
は
建
設
業
界
の
今
後
の
対
応
に
か
か
っ
て
い
る
。

生
み
出
さ
れ
た
利
益
を
何
に
使
う
の
か

　

設
計
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
は
、
建
設
業
界
に
と
っ

て
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
が
、
す

べ
て
の
建
設
業
者
が
そ
の
恩
恵
を
受
け
る
訳
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
仮
に
建
設
投
資
額
と
い
う
パ
イ
が
縮
ま
っ
た

場
合
、
設
計
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
で
一
件
当
た
り
の

工
事
金
額
は
上
昇
す
る
が
、
そ
の
代
わ
り
に
工
事
件
数

が
減
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
数
年
の
建
設
投
資

額
の
推
移
を
み
る
と
、
二
〇
一
〇
年
度
に
約
四
一
兆
円

ま
で
落
ち
込
み
、
そ
の
後
や
や
回
復
し
た
が
、
四
四
〜

四
五
兆
円
程
度
で
推
移
し
た
。
二
〇
一
三
年
度
に
四 

九
兆
円
ま
で
上
昇
し
、
そ
れ
と
同
時
に
設
計
労
務
単
価

が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
た
め
、
工
事
量
が
増
え
た

だ
け
で
な
く
、工
事
単
価
も
一
気
に
上
が
っ
た
。
こ
の
た

め
、
建
設
業
界
全
体
に
明
る
い
ム
ー
ド
を
も
た
ら
し
た
。

　

経
営
状
況
を
見
て
も
、
財
務
内
容
を
改
善
さ
せ
た
企

業
が
多
い
。
財
務
省
の
法
人
企
業
統
計
で
み
る
と
、
建

設
企
業
の
売
上
高
営
業
利
益
率
は
二
〇
一
一
年
が
一
・

四
％
程
度
だ
っ
た
も
の
が
、
二
〇
一
三
年
に
二
・
四
％

ー
ド
一
色
だ
。
設
計
労
務
単
価
の
上
昇
で
、
公
共
事
業

の
一
件
当
た
り
の
単
価
が
上
が
り
、
そ
の
結
果
、
受
注

額
も
上
昇
す
る
。
現
場
で
働
く
技
能
者
に
上
昇
分
を
分

配
す
る
に
し
て
も
、
受
注
単
価
が
上
が
れ
ば
元
請
企
業

は
経
営
的
に
余
裕
が
で
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
、

こ
の
好
機
に
浮
か
れ
て
ば
か
り
い
る
と
、
い
つ
の
ま
に

か
足
を
す
く
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
に
よ
る
単
価
の
低
下

　

設
計
労
務
単
価
は
、
国
交
省
と
農
林
水
産
省
が
毎
年

十
月
に
実
施
す
る
公
共
事
業
労
務
費
調
査
の
結
果
を
基

に
決
定
す
る
。
今
回
の
改
定
単
価
は
、
昨
年
十
月
に
両

省
が
所
管
す
る
直
轄
・
補
助
の
一
万
一
、七
〇
〇
件
の
工

事
に
従
事
す
る
五
一
職
種
の
建
設
労
働
者
の
賃
金
実
態

を
調
べ
た
結
果
を
反
映
さ
せ
た
。
全
職
種
の
加
重
平
均

単
価
は
全
国
が
一
万
六
、六
七
八
円
、
被
災
三
県
が
一 

万
八
、二
二
四
円
。
法
定
福
利
費
相
当
額
を
反
映
さ
せ

て
政
策
的
に
引
き
上
げ
た
二
〇
一
三
年
四
月
の
約
一 

五
％
、
二
〇
一
四
年
二
月
の
約
七
％
と
比
べ
る
と
、
そ

ま
で
上
が
っ
て
い
る
。
完
成
工
事
利
益
率
は
設
計
労
務

単
価
の
引
き
上
げ
で
下
請
企
業
へ
の
支
払
い
が
増
え
れ

ば
、
工
事
原
価
も
上
昇
し
、
微
増
に
し
か
な
ら
な
い
が
、

売
上
高
営
業
利
益
率
は
一
般
管
理
費
を
一
定
額
で
抑
え

る
こ
と
が
で
き
て
い
れ
ば
、
自
ず
と
上
昇
し
て
い
く
。

　

そ
う
し
て
生
み
出
さ
れ
た
利
益
を
何
に
使
う
か
と
い

う
こ
と
が
、
各
建
設
会
社
に
求
め
ら
れ
て
い
る
喫
緊
の

課
題
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
数
年
の
工
事
量
の
増
加
を
建
設
業
界
が
ど
う
対

応
し
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
団
塊
世
代
に
も
う
一
度
現

場
復
帰
し
て
も
ら
い
、
な
ん
と
か
こ
な
し
て
い
る
と
い

う
の
が
現
状
だ
。
こ
の
団
塊
世
代
の
技
術
者
・
技
能
者

も
あ
と
数
年
も
す
れ
ば
、
肉
体
的
に
も
現
場
で
働
い
て

も
ら
う
こ
と
が
難
し
く
な
る
。
一
方
、
若
年
者
の
入

職
・
定
着
が
進
ん
で
い
る
か
と
い
え
ば
、
と
て
も
十
分

と
は
い
い
難
い
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、
省
人
化
で
き
る

新
技
術
の
開
発
が
重
要
に
な
る
。
人
手
不
足
を
解
消
す

る
と
同
時
に
、
自
社
の
競
争
力
を
高
め
る
た
め
に
も
、

今
こ
そ
革
新
的
な
技
術
開
発
が
求
め
ら
れ
る
。

　

新
た
な
市
場
開
拓
へ
の
投
資
も
良
い
だ
ろ
う
。
イ
ン

フ
ラ
の
老
朽
化
が
叫
ば
れ
る
中
で
、
老
朽
化
の
診
断
技

術
や
、
効
率
的
な
延
命
化
技
術
、
更
新
技
術
は
こ
れ
か

ら
の
ニ
ー
ズ
の
高
い
分
野
と
い
え
る
。
新
規
物
件
の
建

設
時
か
ら
維
持
・
更
新
を
容
易
に
さ
せ
る
設
計
手
法
や

技
術
も
同
様
だ
。
こ
れ
ら
の
新
技
術
を
提
案
し
て
い
く

こ
と
が
受
注
拡
大
に
つ
な
が
る
は
ず
だ
。
さ
ら
に
、
海

外
市
場
へ
の
進
出
や
経
営
の
多
角
化
な
ど
に
挑
戦
す
る

の
引
き
上
げ
幅
は
四
・
二
％
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
三
年

連
続
し
て
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

　

設
計
労
務
単
価
は
全
職
種
の
加
重
平
均
単
価
が
一
九 

九
七
年
に
一
万
九
、二
一
二
円
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
低

下
が
続
き
、
二
〇
〇
六
年
に
一
万
四
、〇
〇
〇
円
を
切

っ
て
以
来
、
二
〇
一
二
年
ま
で
一
万
三
、〇
〇
〇
円
台

が
続
き
、「
こ
の
ま
ま
で
は
一
万
三
、〇
〇
〇
円
を
切
る

の
で
は
」
と
い
う
声
が
業
界
か
ら
上
が
っ
て
い
た
。
ダ

ン
ピ
ン
グ
受
注
が
横
行
し
、
低
価
格
で
受
注
し
た
企
業

が
増
え
る
と
、
労
務
費
が
低
下
し
、
そ
れ
を
調
査
し
て

翌
年
の
設
計
労
務
単
価
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
デ
フ
レ

ス
パ
イ
ラ
ル
が
起
き
て
い
た
か
ら
だ
。
こ
れ
を
二
〇
一 

三
年
四
月
の
改
訂
時
に
現
場
作
業
員
の
社
会
保
険
へ
の

加
入
を
徹
底
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
必
要
な
法
定
福
利
費

相
当
額
を
反
映
さ
せ
て
大
幅
に
引
き
上
げ
た
。
政
策
的

に
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
の
流
れ
を
断
ち
切
っ
た
の
だ
。

　

た
だ
、
三
年
連
続
の
引
き
上
げ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ピ
ー
ク
時
に
比
べ
る
と
ま
だ
一
割
以
上
低
く
、
製
造
業

の
生
産
労
働
者
の
年
収
額
に
も
達
し
て
い
な
い
。
設
計

こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
だ
。
一
方
、
下
請
企
業
の
技
能

労
働
者
の
育
成
・
教
育
に
投
資
し
、
よ
り
効
率
的
な
施

工
を
目
指
す
と
い
う
の
も
重
要
だ
。
い
ず
れ
に
し
て
も

建
設
投
資
額
が
一
定
量
期
待
で
き
、
建
設
会
社
の
利
益

が
出
る
時
期
は
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
間
に
、
自
社
の

得
意
分
野
や
強
み
を
ど
こ
ま
で
伸
ば
せ
る
か
が
重
要
と

い
え
る
。

　

建
設
経
済
研
究
所
と
経
済
調
査
会
が
先
月
発
表
し
た

二
〇
一
五
年
度
の
建
設
投
資
額
は
前
年
度
比
一
・
二
％

減
の
四
六
兆
五
、五
〇
〇
億
円
を
予
測
し
て
い
る
。
建

設
投
資
の
パ
イ
は
膨
ら
む
ど
こ
ろ
か
、
縮
む
見
通
し
だ
。

い
く
ら
労
務
単
価
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
も
、
工
事
件
数

が
減
少
す
れ
ば
、
ま
た
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
が
横
行
す
る

可
能
性
も
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
と
違
う
の
は
、
現

場
で
働
く
技
能
者
が
不
足
し
、
そ
の
技
能
者
が
社
会
保

険
に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
い
う
点

だ
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、
下
請
企
業
が
以
前
の
よ
う
な

元
請
企
業
の
「
指
し
値
」
で
受
注
す
る
こ
と
は
な
く
な

る
だ
ろ
う
。

　

下
請
企
業
は
適
正
な
代
金
を
支
払
っ
て
く
れ
る
元
請

企
業
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
選
ぶ
だ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、

元
請
企
業
の
「
人
手
不
足
倒
産
」
と
い
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。
そ
ん
な
時
代
が
そ
う
遠
く
な
い
時
に
来
そ
う

な
予
感
が
す
る
。

土
交
通
省
は
、
公
共
工
事
の
積
算
に
使
う
設
計

労
務
単
価
を
全
職
種
・
全
国
単
純
平
均
で
四
・

二
％
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
三
県
（
岩
手
、
宮
城
、
福

島
）
で
六
・
三
％
引
き
上
げ
、
二
月
一
日
か
ら
直
轄
工
事

に
適
用
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
十
六
年
ぶ
り
の
大
幅
引

き
上
げ
と
な
っ
た
二
〇
一
三
年
四
月
、
さ
ら
に
二
〇
一 

四
年
二
月
の
改
定
と
合
わ
せ
、
設
計
労
務
単
価
は
二
〇 

〇
〇
年
度
を
上
回
る
水
準
ま
で
回
復
し
た
。
二
〇
一
二

年
度
単
価
と
比
較
す
る
と
、
全
国
平
均
で
二
八
・
五
％
、

被
災
三
県
で
三
九
・
四
％
の
上
昇
と
な
る
。

　

設
計
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
を
受
け
、
日
本
建
設
業

連
合
会
と
全
国
建
設
業
協
会
の
両
団
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ

会
長
名
で
三
年
連
続
の
引
き
上
げ
に
歓
迎
の
意
向
を
表

明
。
日
建
連
で
は
、
下
請
企
業
に
対
す
る
労
務
賃
金
の

支
払
い
を
的
確
に
実
施
す
る
と
同
時
に
、
一
月
に
策
定

し
た
要
綱
に
基
づ
き
社
会
保
険
加
入
の
徹
底
を
図
り
、

技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善
を
は
じ
め
と
す
る
雇
用
環
境

の
回
復
に
努
め
る
考
え
も
併
せ
て
示
し
た
。

　

建
設
業
界
は
設
計
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
に
歓
迎
ム

設
計
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
の
先
に
は

O
sam

u Yanai

柳
井 

理

国

こ
の
先
に
あ
る
の
は
元
請
の

 「
人
手
不
足
倒
産
」


